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エルサレム神殿
信徒の友 2008年5月号掲載
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　古代アナトリア、古代エジプト、古代メソポタミア（現在のイラ
クやシリア）、古代ペルシア（現在のイラン）にかけての現在の中
東地域を含む西アジア一帯をオリエント地方といいます。キリス
ト教では様々な物語の中心地で、聖書や神話の舞台としてよく登
場します。また、オリエントは人類文明発祥の地ともいわれ、こ
れまでに数多くの遺跡から粘土板などが発見されています。そこ
に使われていた文字（人類最古の文字）は“楔

くさび

形
が た

文字”と呼ばれ、今
から5000年も前の事が記されています。古代のオリエントに触れ
るという事は、人類最古の文明に触れる事でもあります。

♦
　本冊子は、信徒の友（日本キリスト教団出版局）にて連載中の

「目で見る聖書物語／目で見る聖書の世界（月本昭男 監修）*」でイ
ラストを担当している私が、再編集した冊子です。
　私はキリスト教について特別な知識を持っているわけでも、ク
リスチャンでもありません。古代オリエントに対しての知識もな
く、学生の頃から歴史の授業は苦手でした。しかし、毎月イラス
トを描く際に資料をお借りし、また調べる事で昔の人たちの文化
や生活を少し知る事ができました。今から何千年も前の人が、ど
んな住居に住み、どんなものを食べ、どんな文字を使い、どんな
神様を信じ、どんな生活をしていたのか。そんな事を考えながら
イラストを描いていると、学生の頃に抱いていた歴史に対する苦
手意識も、だいぶ払拭されてきた気がします。本冊子では、歴史
に興味を持ち始めた歴史初心者の私が、古代オリエントの一端に
ついてイラストを中心に紹介します。
　また本冊子では、古代の雰囲気を出す為に、筆ペンを主体とし
て手描きのタッチを活かしたイラストを心掛けています。内容に
よってパソコンで加工する事もありますが、その場合でも、手描
きのタッチが残るよう意識しました。

…と、色々書きましたが、構えずに「なんとなく眺めてみよう」程
度のゆる〜い気持ちで「ふ〜ん、こんな時代もあったのか〜」くら
いにページをめくっていただければ幸いです。

大友淳史　

*�「目で見る聖書物語」は、2008年度から「目で見る聖書の世界」にタイ
トルが変更されました。

はじめに

石で作られた水瓶

石は汚れを通さず、土器や金属は通
しやすいとされていたようで、石で
作られた水瓶は清めのために用いて
いたものと思われます。これまでに
発見された最大の石瓶は、約80ℓ入
りで、加工方法はほとんどわかって
いないそうです。

『信徒の友』2008年10月号掲載
使用画材  ：筆ペン、Photoshop
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イラク バビロン（P4） イラン

アフガニスタン

トルクメニスタン

シリア
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エルサレム神殿
（P10 -11）

ベエル・シェバ（P6 -7）

エラの谷
（P8）

シリア

レバノン

イスラエル

大海

死海

ティグリス川

ユーフラテス川

エジプト

ヨルダン

エジプト
サウジアラビア

スーダン イエメン

オマーン

二ネベ（P9）

エジプト

本冊子に登場するオリエント地方の主な場所

⃝  赤い文字で書かれているのが、本冊子に出てくる主な場所です。
その他の国名、国境は現代の地図を基に制作しています。

前3000〜2000年
前期青銅器時代
簡素な素焼きの皿

前1200〜4世紀
鉄器時代
皿の縁が平らになり、
持ちやすくなっています。

前4世紀〜1世紀
ヘレニズム時代
ギリシア式のともし火皿と
いわれています。

前1世紀以降
ローマ時代
蓋と底で、二つにパーツに分かれています。
模様も入り、凝った作りになっています。

前2000〜1200年
中期青銅器時代から後期青銅器時代
四隅を折り曲げ、麻の芯を置き、
火を灯したようです。

ともし火

一つの同じものを時代順に並べてみ
ると文明の変化が見て取る事ができ
ます。紀元前4世紀頃になると、政
治的にも文化的にもギリシャの影響
が及んできているようです。

『信徒の友』2008年9月号掲載
使用画材  ：筆ペン、Photoshop
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92m

92m

90m

バベルの塔
B.C. 3000年頃

映画や聖書などに出てくることで有名な
バベルの塔。果たしてそれは実在したも
のなのでしょうか。

ジッグラト（バビロンのジッグラト）

今から約5000年前にバビロンに建てられたジッ
グラトの復元図です。当時のメソポタミアには、
こういったジッグラトが多数存在しました。
作られた理由は、天まで届く大きな建物を造るこ
とで有名になるという説と、現世で神の住む場所
を作るためという説があります。そのため、建物
の内部は作られていなかったそうです。
イラストのジックラトは、基礎部分や粘土板も発
掘されており、当時のサイズも判明しています。

『信徒の友』2007年8月号掲載
使用画材  ：筆ペン、鉛筆

バベルの塔

聖書では、人間が自分たちの技
術文明によって神なき都市を築
き上げるために建てようとし
た塔として有名で、ジッグラト

（イラスト：下）が伝説化された
ものと考えられています。

2010年、描き下ろし
使用画材  ：筆ペン、鉛筆、
参考：ピーテル･ブリューゲル
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アシュトレト

豊穣、肥沃、繁殖の女神として
崇められていました。
バアルの妻と言われています。

『信徒の友』2007年10月号掲載
使用画材  ：筆ペン

B.C. 1400年頃

豊穣の神様
「神様」といえば、長くて白い髭を生やし
たお爺さんを想像する人が多いかも知れ
ません。しかし地域や文化、歴史、宗教
によって神様の姿や形、役割も様々です。
約3400年前、カナンという地に、バアル
というとても有名な神様がいました。

バアル

約3400年前のオリエントで一番有名
だったとされているのが、この“バア
ル”という神様です。カナン地域を中
心に各所で、雨や風や雲を支配する
力を有し、豊穣の神として崇められ
ていました。
また一方では、豊穣を祈る祭儀に性
的な象徴が用いられたり、人身御供

（生け贄）を求める偶像神であるとも
言われ、悪魔の名前としても有名です。

『信徒の友』2007年10月号掲載
使用画材  ：筆ペン

カウス

エドム人が崇拝した女神。
約2600年前のもの。
エドム人は、聖書ではイスラ
エル（ユダヤ人）と敵対する
異民族とされていますが詳細
は不明です。

『信徒の友』2007年10月号掲載
使用画材  ：筆ペン
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城門1

祭壇

ベエル・シェバから出土した祭壇。
宗教改革で取り壊された地方の祭壇
を、家の土台部分に転用して使って
いました。

『信徒の友』2008年3月号掲載
使用画材  ：筆ペン

都市の発展
古代イスラエルの南端にあったベエル･シ
ェバ（Beʼer Sheva）という街の発展の様
子です。何世代もの間、街の建物が潰れ
てはその上に建物を建て、積み重なり、何
百年も掛けて大きな丘が出来上がりました。
現在は世界遺産に登録されています。

B.C. 1100〜700年頃
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井戸 城門2城門1

城壁

水場

倉庫群
食糧などが保存されて
いたと思われます。

紀元前八世紀末〜七世紀初め
（ヒゼキヤ王時代）のベエル・シェバ

左の図は、右上の図とは角度が90°回転しています。
城門の位置や、その右の倉庫群（イスラエル最初期
の頃は倉庫ではなかったそうですが）の位置などに
面影が残っています。また、この頃になると、かな
りしっかりした城壁も確認できます。

『信徒の友』2008年12月号掲載
使用画材（右）：Illustrator
使用画材（左）：筆ペン、Photoshop

門

紀元前十一世紀頃
（イスラエル最初期）の
居住地ベエル・シェバ

『信徒の友』2008年11月号掲載
使用画材：筆ペン、Photoshop

取り壊された後も
家の土台部分とし
て再利用

約400年後
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ダビデとゴリアテ ゴリアテ（ガト出身の戦士）

青銅の武具に身を包んだゴリアテ。
背丈は6.5アンマ（約2.9m）ほどとい
われています。また、盾は自分では持
たず、盾持ちに持たせていました。

『信徒の友』2007年4月号掲載
使用画材  ：筆ペン、鉛筆、Photoshop

ダビデ（羊飼いの少年）

羊飼いの少年。武器らしい武器を持つわけでも、防
具を身につけるわけでもなくゴリアテとの決闘に臨
みました。強敵と戦うにはあまりに無謀な格好です。

『信徒の友』2007年4月号掲載
使用画材  ：筆ペン、鉛筆、Photoshop

石投げ紐の使い方

『信徒の友』2007年4月号掲載
使用画材  ：筆ペン、鉛筆、Photoshop

① 紐に石を詰める。 ②  構える、頭上で回し
勢いを付ける。

③  狙いを定め、片方の紐を手放し、
遠心力を利用して飛ばす。

盾持ち

この頃、イスラエルとペリシテの間で戦
いが始まりました。ペリシテ軍にはゴリ
アテという巨人がおり、ゴリアテはイス
ラエル軍に一騎打ちを要求しました。
それを聞いたダビデは我こそはと、サウ
ル王に申し出て、ゴリアテとエラの谷で
戦うことになりました。

ダビデは投石袋から小石を取り出し、石投げ紐で
石を飛ばしました。小石は巨人ゴリアテの額にの
めりこみ、ゴリアテは倒れました。ダビデはゴリ
アテの腰に刺さっている剣でゴリアテの首を跳ね、
決闘に勝利しました。その後もダビデは、つぎつ
ぎと戦功を重ね古代イスラエル王国の王の座まで
登りつめます。

B.C. 1000〜975年頃
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当時の商船

ヨナ物語に出てきた紀元前700年頃の
フェニキアの商船。

『信徒の友』2007年5月号掲載
使用画材  ：筆ペン、鉛筆、Photoshop

軍艦には衝角と呼ばれる
突進する為の攻撃兵器が
ついていました。

ニネベの遺跡にて

顔が描かれていないのは、国が滅亡
したときに王の顔だけ削り取られて
しまった為だそうです。

絵を描く立場としては、自分で創り
上げたものや描き上げたものが勝者
の都合で破壊されてしまうのは、い
たたまれないです。

『信徒の友』2007年6月号掲載
使用画材  ：筆ペン、Photoshop

ニネベの城壁（想像図）

ニネベはアッシリア帝国の首都の一つです。
とても大きな都市で、城壁の周りを一回りする
だけで3日間も掛かったと言われています。

『信徒の友』2007年5月号掲載
使用画材  ：筆ペン、鉛筆

ニネベ
聖書では、「ヨナ物語」という有名な話が
あります。
この頃のニネベの町は、悪の権化と言わ
れており、神様はニネベを滅ぼそうとし
ます。ヨナは、神様から「ニネベに向か
い呼びかけよ」と告げられますが、ヨナ
は商船に乗り、逃げ出しました。すると
海が荒れ、魚に飲み込まれて連れ戻され
てしまいます。しかたなくヨナはニネベ
へ向かい、お告げの通りに行動します。
するとニネベの人々は見ず知らずのヨナ
の言葉を受け入れ、悔い改めました。そ
の姿を見た神様は、ニネベを滅ぼす事を
やめました。

B.C. 700〜620年頃
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エルサレム神殿（全体）

ソロモン時代のエルサレム神殿。
神殿の建築には1万人以上の労働者が
関わり、80年以上掛かったそうです。

『信徒の友』2008年5月号掲載
使用画材：筆ペン、Photoshop

エルサレム神殿
エルサレム神殿は、紀元前10世紀にソロ
モン王によって建設されてから戦争で陥
落するまで、1000年以上にわたり姿を
変え、存在しました。
神殿は紀元70年に取り壊されています
が、現在でも外壁はほとんどの部分が残
っているそうです。

B.C. 550〜20年頃
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エルサレム神殿（本殿）

左ページの全体図に描かれている神殿と
は形が違いますが同じ建物です。
階段の段数など、資料があるものに関し
ては資料を参考に描いています。

『信徒の友』2008年6月号掲載
使用画材：筆ペン、一部Photoshop

エルサレム神殿（司祭の庭）

上のイラストの囲み部分を90°右回転さ
せた角度から見たイラストです。

『信徒の友』2008年6月号掲載
使用画材：筆ペン、Photoshop
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入浴と沐浴

司祭の館の浴室

床やベンチはモザイク画に覆われ
ていました。
浴室が複数あったため、これが入
浴なのか祭儀の沐浴なのかは定か
ではありません。

『信徒の友』2009年5月号掲載
使用画材：筆ペン、Photoshop

浴室の断面図

階段状の構造をしており、内側に
モルタルを塗って水漏れを防いで
いたそうです。

『信徒の友』2009年5月号掲載
使用画材  ：筆ペン、Photoshop

水面

この頃の浴槽は「ミクヴェ（Mikvah）」
と呼ばれており、祭儀の沐浴や入浴など、
目的によって浴槽を使い分けられていた
と言われています。また、司祭はつねに
水で体を清める必要があったため、司祭
の邸宅には複数のミクヴェがありました。

A.D. ??〜70年頃
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司祭の館

エルサレム神殿の近くでかなり裕
福な司祭が住んでいたと思われる
館跡が発掘されました。壁にはフレ
スコ画が描かれていたそうです。
この建物は紀元70年に焼け落ちた
とされていますが、何年に建てられ
たかは、わかっていません。

『信徒の友』2009年4月号掲載
使用画材：筆ペン、Photoshop

浴室
浴室
（左ページの浴室）

浴室
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イラストの制作過程を紹介します。
基本的に筆ペン主体で完成させていますが、イラストの内容によってはパ
ソコン処理を施す場合もあります。その場合も、なるべく筆ペンのタッチ
を活かすよう心掛けています。
作例では、パソコンを多用した場合の制作過程を紹介します。

元の資料です。この資
料を基にイラストを作
成していきます。パー
スを整え、イラストを
描くための下準備をし
ます。

別紙に筆ペンで清書
します。筆ペンで描け
る範囲は全てこの段
階で描き込みます。筆
ペンで全体を描いた
らパソコンに取り込み、
Photoshopで作業を
進めていきます。

Photoshopで、全体
の影を付けていきます。
光源の位置を考え、影
を塗り重ねて立体感を
出していきます。

筆ペンで描ききれなか
った細かな箇所を、タ
ッチを崩さないように
Photoshopで加筆し
ていき、細部の調整を
します。最終的な全体
の色味や濃淡も、この
段階で微調整します。

イラストの進行状況 Phtoshopでの加工の流れ

イラスト制作過程
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イラスト完成。あとは誌面に
レイアウトし、図中文字を加
えていきます。

シロアムの池

聖書では、イエス・キリスト
が生まれつきの盲人を癒した
池として登場します。
イエスは地面の土をつばでこ
ねて泥をつくり、盲人の目に
塗って「シロアムの池に行っ
て洗いなさい。」と言いまし
た。盲人は言われた通りにす
ると、目が見えるようになり、
そして帰って行ったと書かれ
ています。

『信徒の友』2009年2月号掲載
使用画材  ：筆ペン、
　　　　　Photoshop
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あとがき
一冊の本を編集からデザインまでを全て手掛けるとい
うのは初めての経験でした。どんな冊子にするかを最
初に決め、資料を探し、ページ割りを考えたりと、普
段の仕事ではなかなか味わえない貴重な体験でした。
試行錯誤しながらも、なんとか自分なりに満足できる
冊子にすることが出来たと思いますが、いかがだった
でしょうか。感想などいただければ幸いです。

2010 7.22　大友淳史


